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二
〇
八

毒
物
及
び
劇
物
指
定
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令

二
八
138

四
八

二
〇
九

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及

び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の

施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

二
八
138

四
九

二
一
〇

公
的
年
金
制
度
の
健
全
性
及

び
信
頼
性
の
確
保
の
た
め
の

厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の

施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整

備
等
に
関
す
る
政
令

二
八
138

四
九

府

令

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内

閣

府

三
六

特
定
商
品
等
の
預
託
等
取
引

契
約
に
関
す
る
法
律
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣

府
令

三
114

一

三
七

特
定
商
品
等
の
預
託
等
取
引

契
約
に
関
す
る
法
律
の
規
定

に
基
づ
く
立
入
検
査
を
す
る

職
員
の
携
帯
す
る
身
分
を
示

す
証
明
書
の
様
式
を
定
め
る

内
閣
府
令
の
一
部
を
改
正
す

る
内
閣
府
令

三
114

五
二

三
八

銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法

施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
内
閣
府
令

一
四
124

四
二

三
九

災
害
対
策
基
本
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府

令

二
一
131

五
六

四
〇

食
品
安
全
委
員
会
令
第
一
条

第
一
項
の
内
閣
府
令
で
定
め

る
と
き
を
定
め
る
内
閣
府
令

の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府

令

二
六
135

七
八

四
一

消
費
者
庁
組
織
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
内
閣
府
令

二
八
138

五
一

府

令

・
省

令

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
内

閣

府
、
総
務
省
、

文
部
科
学
省

二

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法

施
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
命
令

一
四
124

四
三

省

令

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

〇
総

務

省

六
五

電
波
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

一
二
121

四
六

六
六

地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

一
二
121

四
六

六
七

電
波
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

一
三

一

六
八

総
務
省
所
管
補
助
金
等
交
付

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

一
四

一

六
九

特
定
無
線
設
備
の
技
術
基
準

適
合
証
明
等
に
関
す
る
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
八

二

七
〇

地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

二
八
138

五
一

〇
総
務
省
、
外
務
省

一

在
外
選
挙
人
名
簿
の
登
録
申

請
に
関
す
る
領
事
官
の
管
轄

区
域
を
定
め
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

二
八
138

六
〇

〇
法

務

省

一
九

登
記
事
務
委
任
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

二
一

二

〇
外

務

省

一
二

領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料

の
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

七
118

一

一
三

国
外
に
お
け
る
旅
券
手
数
料

の
額
を
定
め
る
省
令
及
び
領

事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料
の

額
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

七
118

二

一
四

旅
券
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

一
七

一

一
五

在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務

公
務
員
の
休
暇
帰
国
に
関
す

る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

二
四

一

〇
財

務

省

四
二

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
支
給
法
第
四
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
発
行
す

る
国
債
の
発
行
交
付
等
に
関

す
る
省
令
及
び
戦
没
者
の
父

母
等
に
対
す
る
特
別
給
付
金

支
給
法
第
五
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
発
行
す
る
国
債
の

発
行
交
付
等
に
関
す
る
省
令

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

一
二
121

四
八

四
三

財
務
省
関
係
総
合
特
別
区
域

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

二
七

一

四
四

保
管
金
取
扱
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
八

二

四
五

消
費
税
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
八

二

〇
文
部
科
学
省

二
一

文
部
科
学
省
組
織
規
則
及
び

科
学
技
術
政
策
研
究
所
組
織

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

二
六
135

七
九

〇
厚
生
労
働
省

七
七

厚
生
労
働
省
関
係
牛
海
綿
状

脳
症
対
策
特
別
措
置
法
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

三

二

七
八

薬
事
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

一
一
120

一

七
九

労
働
安
全
衛
生
法
第
七
十
五

条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る

指
定
試
験
機
関
の
指
定
に
関

す
る
省
令
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

一
二

一

八
〇

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特

別
給
付
金
支
給
法
施
行
規
則

及
び
戦
没
者
の
父
母
等
に
対

す
る
特
別
給
付
金
支
給
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

一
二
121

四
九

八
一

医
師
法
、
歯
科
医
師
法
、
保

健
師
助
産
師
看
護
師
法
及
び

薬
剤
師
法
意
見
の
聴
取
等
手

続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

一
四
124

四
三

八
二

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
七

二

八
三

国
際
協
定
の
締
結
等
に
伴
う

漁
業
離
職
者
に
関
す
る
臨
時

措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
七

二

八
四

労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
八

二

š
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